
 

 

  

 

 

150周年記念運動会 

 「1位目指して ゴ(5)ールへ向かえ 王(0)座を勝ちとれ 木山っ子」。これは、今年の運動会のスロ

ーガンです。言葉の中に「１・５・０」の数字が隠れていることにお気づきでしょうか。当校では、毎

年、運動会を盛り上げるためにクラスからアイデアを持ち寄り、代表委員会でスローガンを決めていま

す。今年は、５・６年生が１５０周年をテーマに産み出したアイデアが選ばれました。５月２３日（土）

に開催した１５０周年記念運動会。今年は競技種目についても「１５０」という数を盛り込み、ご観覧の

皆様にも楽しんでいただけるよう工夫しました。 

 運動会の華である応援合戦。初めてダブルリーダー制を採用し、赤、白２名ずつ応援団長を選びまし

た。６年生がリーダーシップを発揮し、回を重ねるごとに声も響くようになり、動きも統一感が出てきま

した。児童数が昨年より 13名減となりましたが、本番ではそれを感じさせないくらい、元気な声が響いて

いました。赤白ともチームが一つになって全力でやりきる姿が立派でした。 

 「借り人レース」「親子 2人 3脚」「150個玉入れ（地域種目）」「全校ソーラン」などでは、保護

者、地域の皆様からも参加していただきました。またご来賓の皆様には、応援合戦の審査のほか、競技の

お手伝いをいただき、子どもたちと会場が一体となって楽しい時間を共有することができました。 

 １５０周年という大きな節目。保護者、地域の皆様とともに子どもたちの成長を実感し、記憶に残る運

動会になったのではないかと思います。ご参会いただいた皆様に心より感謝申し上げます。 

 
  １５０のカードを探せ「親子２人３脚」     １５０個全校玉入れ          １５００ｍ全校リレー 

 

赤組応援団長 T.H 

 私は最後の運動会で競技優勝をとれたことが心

に残りました。大きい声を出したつもりだけど応

援賞がとれなくて悔しかったです。でも全力でや

れたのでよかったです。 

白組応援団長 I.A 

 練習の時から大きな声を出して、みんなに、も

っと声を大きくしてもらおうと思っていました。

本番は思っていたより、みんなすごく大きな声を

出してくれてうれしかったです。 

赤組応援団長 N.M 

 私ががんばったことは、団長として大きな声で

応援したことです。赤組のみんなが大きな声で応

援してくれたおかげで競技優勝をとることができ

ました。 

白組応援団長 S.S 

 僕が白組団長としてがんばったことは、休み時

間をけずって応援練習をしていたことです。大き

な声で応援をしたから、本番で応援賞がとれてよ

かったなと思いました。 

（文責：校長 寺田武文） 
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